
一　

問
題
の
所
在

現
在
、
韓
国
仏
教
研
究
の
基
本
資
料
と
い
え
ば
『
韓
国
仏
教
全
書
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
一
九
七
九
年
か
ら
刊
行

が
始
ま
り
、
新
羅
時
代
か
ら
朝
鮮
時
代
に
至
る
韓
国
の
僧
侶
の
著
作
を
集
め
た
全
集
で
あ
る
。
二
〇
二
四
年
現
在
、
一
五
巻
ま
で
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
韓
国
仏
教
全
書
」
刊
行
に
先
立
つ
六
〇
年
前
、
こ
れ
と
類
似
し
た
計
画
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
「
朝
鮮
仏

教
総
書
」
刊
行
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
、
一
九
二
〇
年
代
の
計
画
で
あ
り
、
二
、
内
容
は
韓
国
の
僧
侶
を
中
心
と
し
て
五
三
三

種
の
典
籍
の
刊
行
を
計
画
し
、
三
、
実
際
に
は
刊
行
が
で
き
な
か
っ
た
。
筆
者
は
こ
の
「
朝
鮮
仏
教
総
書
」
に
関
心
を
持
ち
、
過
去

に
二
編
の
論
文
を
書
い
た
。

・�「
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
計
画
に
つ
い
て
（
一
）
―
目
録
の
紹
介
」
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
五
三
号
（
東

洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

・�「
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
計
画
に
つ
い
て
（
二
）�

―
計
画
の
経
緯
」
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
五
四
号
（
東

洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
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前
者
は
刊
行
目
録
の
紹
介
を
中
心
と
し
た
研
究
で
あ
り
、
後
者
は
刊
行
計
画
の
経
緯
を
中
心
と
し
た
研
究
で
あ
る
。

計
画
の
中
心
と
な
っ
た
人
物
が
二
人
い
る
。
一
人
は
李
能
和
（
一
八
六
九‒

一
九
四
三
）
で
あ
る
。
彼
は
日
本
統
治
時
代
の
韓
国

を
代
表
す
る
知
識
人
で
あ
り
、
一
九
一
八
年
に
は
『
朝
鮮
仏
教
通
史
』
を
刊
行
し
た
。
も
う
一
人
は
鄭
晄
震
（
一
八
九
〇‒

？
）
で

あ
る
。
彼
は
双
渓
寺
の
起
竜
禅
師
の
弟
子
で
、
一
九
一
四
年
に
日
本
の
曹
洞
宗
大
学
（
現
在
の
駒
澤
大
学
）
に
留
学
し
た
。
と
こ
ろ

で
当
時
、
日
本
で
は
『
卍
続
蔵
経
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
韓
国
人
僧
侶
た
ち
は
驚
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
中
に
は

す
で
に
韓
国
で
は
失
わ
れ
た
古
代
の
韓
国
の
僧
侶
た
ち
の
著
作
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
の
仏
教
者
の
著
作
に

も
そ
う
し
た
古
代
の
韓
国
僧
侶
の
著
作
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
た
。
鄭
晄
震
は
李
能
和
の
命
を
受
け
て
、『
卍
続
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ

た
韓
国
人
僧
侶
の
著
作
の
筆
写
作
業
を
行
っ
た
。
当
時
は
複
写
機
械
も
な
か
っ
た
の
で
す
べ
て
手
書
き
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
韓
国
や
日
本
に
残
る
韓
国
人
僧
侶
の
著
作
を
集
大
成
し
よ
う
と
し
た
の
が
「
朝
鮮
仏
教
総
書
」
刊
行
計
画
で
あ
っ
た１

。

こ
の
「
朝
鮮
仏
教
総
書
」
刊
行
計
画
の
母
体
と
な
っ
た
団
体
が
朝
鮮
仏
教
会
と
い
う
団
体
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

一
九
二
〇
年
代
当
時
に
は
、
五
大
仏
教
団
体
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
団
体
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
団
体
に
対

す
る
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
朝
鮮
仏
教
会
の
歴
史
を
調
査
し
、
そ
の
性
格
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、

仏
教
の
一
つ
の
団
体
の
研
究
で
は
あ
る
が
、
日
本
併
合
時
代
の
朝
鮮
に
お
け
る
近
代
的
な
知
識
団
体
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
時
代
精

神
を
探
求
す
る
上
で
も
意
義
あ
る
作
業
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

資
料　

朝
鮮
仏
教
会
の
活
動
を
伝
え
る
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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一
、
新
聞
記
事
（
毎
日
申
報
、
東
亜
日
報
、
朝
鮮
日
報
、
中
外
日
報
（
日
本
））

二
、
雑
誌
記
事
（
朝
鮮
仏
教
総
報
、
仏
教
、
開
闢
、
別
乾
坤
）

三
、
朝
鮮
仏
教
会
刊
行
物
（
刊
行
目
録
、
金
剛
三
昧
経
論
、
仏
日
）

四
、
そ
の
他
（
尹
致
昊
日
記
、
日
本
思
想
調
査
記
録
等
）

考
察
に
先
立
ち
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
朝
鮮
仏
教
会
」
と
い
う
名
称
の
団
体
は
三
種
類
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
第

一
は
、
韓
龍
雲
が
一
九
一
〇
年
代
に
組
織
し
た
も
の
、
第
二
は
、
本
稿
で
扱
う
李
能
和
な
ど
が
組
織
し
た
も
の
、
第
三
は
、
日
本
の

僧
侶
で
あ
る
椎
尾
弁
匡
（
一
八
七
六‒

一
九
七
一
）
が
一
九
三
〇
年
代
に
作
っ
た
も
の
だ
。

三　

歴
史

ま
ず
、
今
私
た
ち
が
確
認
で
き
る
李
能
和
な
ど
が
作
っ
た
朝
鮮
仏
教
会
の
活
動
時
期
は
一
九
二
〇
年
三
月
か
ら
一
九
三
〇
年
六
月

ま
で
の
約
十
年
間
だ
。
こ
の
十
年
を
、
内
容
か
ら
分
け
る
と
、
二
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
る
。

一
、
第
一
期
・
・
・
一
九
二
〇
年
三
月‒

一
九
二
二
年
四
月
（
約
二
年
）

二
、
第
二
期
・
・
・
一
九
二
二
年
四
月‒

一
九
三
〇
年
六
月
（
約
八
年
）

そ
れ
で
は
こ
の
時
期
の
区
分
に
よ
っ
て
通
史
的
に
朝
鮮
仏
教
会
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

（
一
）　

第
一
期

こ
の
時
期
は
仏
教
の
発
展
、
社
会
化
を
目
的
と
し
た
事
業
を
し
た
時
期
だ
。
一
九
二
〇
年
三
月
に
朝
鮮
仏
教
会
が
成
立
し
た２

。
構
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成
員
は
二
九
人
で
専
務
理
事
が
朴
漢
永
な
ど
三
名
、
理
事
と
審
議
員
が
李
能
和
な
ど
二
六
名
で
あ
っ
た
。
会
の
目
的
は
、「
一
、
朝

鮮
仏
教
の
発
展
、
二
、
社
会
精
神
を
指
導
、
三
、
習
俗
の
虚
偽
を
改
良
、
四
、
感
化
事
業
を
振
作
、
五
、
吾
人
の
生
活
向
上
」
と
い

う
五
項
目
で
あ
る
。

同
年
三
月
に
講
演
会
を
行
っ
た３

。
内
容
は
、
金
明
植
「
俗
人
の
仏
教
観
」、
張
道
斌
「
朝
鮮
仏
教
観
」
で
あ
っ
た
。

続
い
て
五
月
に
は
初
八
日
講
演
会
を
行
い４

、
六
月
に
は
苦
学
生
に
一
〇
〇
円
を
寄
付
し
た５

。
と
こ
ろ
で
当
時
の
知
識
人
で
あ
る
尹

致
昊�

（
一
八
六
五‒
一
九
四
五
）
の
日
記
の
一
九
二
〇
年
六
月
の
部
分
を
見
る
と
、
当
時
、
朝
鮮
仏
教
会
が
仏
教
界
の
五
大
団
体
の

一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る６

。
そ
こ
で
は
当
時
の
社
会
団
体
約
六
〇
を
挙
げ
、
中
に
仏
教
系
団
体
が
五
つ
あ

る
。
す
な
わ
ち
一
、
仏
教
大
会
、
二
、
仏
教
擁
護
会
、
三
、
仏
教
振
興
会
、
四
、
朝
鮮
仏
教
会
、
五
、
仏
教
青
年
会
で
あ
る
。

続
い
て
、
一
九
二
一
年
三
月
、
覚
皇
寺
で
『
楞
厳
経
』
の
講
義
を
行
っ
た７

。
そ
し
て
九
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
る
太
平
洋
会

議
に
送
っ
た
「
大
韓
人
民
の
建
議
書
」
に
他
の
仏
教
界
団
体
と
と
も
に
署
名
を
し
た８

。

（
二
）　

第
二
期

一
九
二
二
年
三
月
に
成
立
二
周
年
記
念
行
事
が
開
か
れ
た９

。
翌
月
四
月
に
「
第
四
回
定
期
総
会
」
が
開
か
れ
た
が10

、
こ
れ
が
朝
鮮

仏
教
会
の
転
機
と
な
っ
た
。
重
要
な
変
化
は
、
一
、
李
能
和
が
理
事
長
に
就
任
し
た
こ
と
、
そ
の
時
に
二
、
新
羅
、
高
麗
の
典
籍
の

刊
行
を
決
議
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。�

こ
れ
が
「
朝
鮮
仏
教
総
書
」
に
つ
な
が
っ
た
。

同
年
一
二
月
に
鄭
晄
震
が
『
毎
日
申
報
』
に
『
朝
鮮
仏
教
総
書
』
に
関
す
る
記
事
を
連
載
し
た11

。

一
九
二
三
年
六
月
、
李
能
和
ら
は
元
暁
の
『
金
剛
三
昧
経
論
』
を
刊
行
し
た
。
李
能
和
が
書
い
た
序
文
を
見
る
と
、
こ
の
『
金
剛

三
昧
経
論
』
は
崔
南
善
が
呉
徹
浩
に
資
料
を
提
供
し
た
も
の
で
、
呉
徹
浩
の
師
匠
で
あ
っ
た
劉
敬
鍾
が
校
閲
し
て
発
刊
し
た
と
い
う12

。

発
売
所
は
新
文
館
で
あ
る
。
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一
九
二
四
年
二
月
、
日
本
の
新
聞
「
中
外
日
報
」
に
朝
鮮
仏
教
総
書
に
関
す
る
報
道
が
出
た
。
こ
れ
は
「
朝
鮮
蔵
経
刊
行
企
画
、

李
、
鄭
氏
同
時
に
企
図
」
と
い
う
題
目
で
そ
の
活
動
を
紹
介
し
た13

。
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
計
画
は
日
本
で
も
注
目
を

集
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
当
時
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
刊
行
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

同
年
六
月
、
雑
誌
『
開
闢
』
に
仏
教
系
団
体
が
紹
介
さ
れ
た14

。
そ
こ
に
は
次
の
五
つ
の
団
体
と
活
動
内
容
、
責
任
者
の
名
前
が
紹

介
さ
れ
た
。

一
、
三
十
本
山
連
合
事
務
所
（
郭
峰
暁
、
金
九
河
な
ど
）�

二
、
朝
鮮
仏
教
会
（
仏
経
刊
行
目
的
、
朴
漢
永
）

三
、
朝
鮮
仏
教
青
年
会
（
仏
教
内
容
の
革
新
、
韓
龍
雲
）

四
、
仏
教
女
子
青
年
（
ウ
・
ボ
ン
ウ
ン
）

五
、
禅
学
院
（
純
然
た
る
禅
師
の
伝
捕
目
的
、
キ
ム
・
ナ
ム
チ
ョ
ン
な
ど
）

こ
れ
を
見
る
と
、
朝
鮮
仏
教
会
が
こ
の
時
期
に
も
仏
教
界
の
五
大
団
体
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
活

動
内
容
が
「
仏
経
刊
行
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
計
画
が
当
時
に
あ
る
程
度
は
認
知
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
七
月
に
は
朝
鮮
仏
教
会
の
雑
誌
『
仏
日
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
同
誌
は
第
二
号
で
終
了
し
、
啓
蒙
的
な
内
容

が
多
く
、
仏
書
刊
行
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

翌
年
の
一
九
二
五
年
は
朝
鮮
仏
教
総
書
に
と
っ
て
重
要
な
年
で
あ
る
。
ま
ず
三
月
、
鄭
晄
震
が
「
朝
鮮
大
蔵
経
自
願
募
縁
文
」
を

作
成
し
た
。
こ
れ
は
大
蔵
経
を
供
養
す
れ
ば
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
、
一
般
人
に
大
蔵
経
事
業
に
協
力
を
要
請
し
た
も

四
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の
だ
。
そ
し
て
鄭
晄
震
は
朝
鮮
大
蔵
経
の
作
成
に
は
五
万
円
が
必
要
だ
と
説
い
た
。
現
在
、
こ
の
資
料
は
高
麗
大
学
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

六
月
、
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
の
趣
旨
書
が
雑
誌
「
仏
教
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
月
、
鄭
晄
震
が
今
度
は
朝
鮮
仏
経
刊
行
会

主
務
編
纂
院
の
名
前
で
当
時
中
国
仏
教
界
の
中
心
人
物
だ
っ
た
太
虚
（
一
八
九
〇‒

一
九
四
七
）
に
手
紙
を
送
っ
た
。
太
虚
は
そ
の

手
紙
を
雑
誌
に
掲
載
し
た
。

七
月
、
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
目
録
を
発
行
し
た
。
こ
の
段
階
で
は
一
〇
月
か
ら
刊
行
が
始
ま
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に

は
刊
行
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

一
一
月
に
は
金
泰
洽
（
日
本
に
留
学
し
た
僧
侶
）
が
雑
誌
『
仏
教
』
に
「
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
に
つ
い
て
」
を
掲
載
し
、
仏
教
界

に
協
力
を
要
請
し
た
。

一
九
二
六
年
七
月
、
鄭
晄
震
が
再
び
中
国
に
手
紙
を
送
り
、
協
力
を
要
請
し
た
。
今
回
は
『
世
界
仏
教
居
士
林
』
を
主
宰
し
て
い

た
王
與
楫
（
一
八
八
三‒

？
）
に
手
紙
と
目
録
を
送
っ
た
が
、
王
は
そ
れ
を
雑
誌
に
掲
載
し
た
。

一
九
二
七
年
一
一
月
、
今
度
は
日
本
の
駒
澤
大
学
総
長
だ
っ
た
忽
滑
谷
快
天
（
一
九
二
一‒

一
九
三
四
）
が
、
日
本
で
朝
鮮
仏
教

総
書
の
宣
伝
を
行
っ
た
。
大
学
の
雑
誌
『
第
一
義
』
に
「
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
に
つ
い
て
（
購
読
申
込
を
乞
う
）」
を
掲
載
し
た
の

で
あ
る15

。
こ
れ
は
そ
の
翻
訳
が
一
九
二
八
年
一
月
、
雑
誌
『
仏
教
』
四
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

一
九
二
八
年
五
月
、
李
能
和
は
雑
誌
『
別
乾
坤
』
に
論
文
「
仏
教
と
朝
鮮
文
化
」
を
掲
載
し
た
が
、
こ
の
時
、
朝
鮮
仏
教
会
で
は

新
羅
の
仏
家
た
ち
の
著
述
を
発
刊
し
よ
う
と
し
た
が
、
原
稿
だ
け
で
も
四
〇
冊
を
超
過
し
た
と
言
っ
た16

。
と
こ
ろ
で
筆
者
の
調
査
に

よ
る
と
、
現
在
、
東
国
大
学
校
の
図
書
館
に
「
朝
鮮
仏
教
総
書
」
と
書
か
れ
た
原
稿
が
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
原
稿
用
紙
に
筆

写
し
た
も
の
で
、
現
在
五
冊
残
っ
て
い
る17

。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
李
能
和
が
言
っ
た
こ
と
の
中
の
一
部
で
は
な
い
か
と
思
う
。

一
九
二
九
年
一
〇
月
、
ソ
ウ
ル
で
朝
鮮
仏
教
大
会
が
開
か
れ
た18

。
こ
の
時
、
李
能
和
は
大
会
に
参
加
し
た
外
国
の
僧
侶
、
学
者
た
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ち
に
支
援
を
要
請
し
た19

。

一
九
三
〇
年
六
月
、
日
本
の
警
察
が
作
っ
た
資
料20

の
中
に
朝
鮮
仏
教
会
の
役
員
交
替
が
あ
り
、
そ
の
中
に
朝
鮮
仏
教
会
の
代
表
と

し
て
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ネ
、
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ン
な
ど
の
名
前
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
李
能
和
や
鄭
晄
震
の
名
前
は
な
い
。
こ
れ
が
現
在
の

朝
鮮
仏
教
会
を
追
跡
で
き
る
最
後
の
資
料
で
あ
る
。

四　

性
格

こ
こ
で
は
朝
鮮
仏
教
会
の
活
動
を
よ
り
具
体
的
に
見
る
こ
と
で
、
そ
の
性
格
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

（
一
）　

一
九
二
〇
年
成
立
時

１　

成
立
目
的

こ
の
時
期
は
韓
国
仏
教
の
発
展
、
仏
教
の
社
会
化
を
試
み
た
時
期
で
あ
る
。
ま
ず
「
成
立
宣
言
書
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
五
項
目

を
提
示
す
る
。

一
、
朝
鮮
仏
教
の
発
展

二
、
社
会
精
神
を
指
導

三
、
習
俗
の
虚
偽
を
改
良

四
、
感
化
事
業
を
振
作

五
、
吾
人
の
生
活
向
上

四
九
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鮮
仏
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こ
れ
を
見
る
と
、
韓
国
仏
教
の
発
展
、
仏
教
の
社
会
化
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

２　

構
成
員

創
立
当
時
の
構
成
員
は
次
の
二
九
名
で
あ
る
。

・
総
裁
：
未
定

・
專
務
理
事
（
三
名
）：
朴
漢
永
、
李
命
七
、
呉
徹
浩

・
理
事
（
九
名
）：
徐
丙
協
、
高
義
東
、
崔
昌
善
、
梁
建
植
、
権
悳
奎
、
吳
鳳
憲
、
尹
翼
鉉
、
洪
祐
夔
、
李
潤
鉉�

・
審
議
員�（
一
七
名
）：�
李
胤
鍾
、
李
能
和
、
金
榮
鎭
、
金
敦
熙
、
李
光
鍾
、
金
浩
秉
、
李
混
惺
、
権
純
九
、
金
晶
海
、
李
愚

暻
、
李
智
光
、
鄭
晄
震
、
馬
相
学
、
金
溶
泰
、
李
靑
雲
、
黄
珪
、
崔
鏞
植

こ
の
う
ち
傍
線
を
引
い
た
の
が
僧
侶
で
、
残
り
は
一
般
知
識
人
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
こ
の
団
体
の
成
立
目
的
の
一
つ
が
僧
侶

中
心
の
仏
教
団
体
で
は
な
く
一
般
知
識
人
を
中
心
と
し
た
団
体
を
指
向
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
つ
。
そ
し
て
そ
の
お

坊
さ
ん
も
特
徴
が
あ
る
。
つ
ま
り
李
混
惺
、
金
晶
海
、
李
智
光
、
鄭
晄
震
は
曹
洞
宗
大
学
（
現
駒
澤
大
学
）
に
留
学
し
た
僧
侶
た
ち

で
、
そ
こ
で
僧
侶
も
既
成
勢
力
の
僧
侶
で
は
な
く
、
若
く
て
先
進
的
な
考
え
を
持
っ
た
僧
侶
を
登
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で

き
る
。

そ
の
よ
う
な
既
成
団
体
と
距
離
を
置
こ
う
と
し
た
こ
と
は
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
二
〇
年
七
月
八
日
の
記
事
か
ら
読
み
と
れ
る
。
こ

れ
は
朝
鮮
仏
教
会
の
真
相
を
声
明
す
る
「
朝
鮮
教
会
代
表
者
談
」
と
い
う
記
事
だ
。
そ
の
代
表
者
が
誰
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

そ
の
記
事
の
中
で
強
調
し
た
の
が
、
李
懐
光
、
姜
大
淵
の
対
立
な
ど
、
当
時
の
仏
教
界
の
混
乱
と
関
係
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
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ま
た
当
時
の
普
教
団
体
で
あ
る
仏
教
振
興
会
、
仏
教
擁
護
会
と
は
全
く
異
な
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

３　

活
動
内
容

以
下
に
、
こ
の
時
期
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
三
つ
に
分
け
て
検
討
す
る
。

・
講
演
会

現
在
確
認
で
き
る
講
演
会
は
次
の
三
回
だ
。�

実
際
に
は
も
っ
と
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
こ
れ
を
検
討
す
る
。

一
九
二
〇
年
三
月
、
金
明
植
「
俗
人
の
仏
教
観
」、
張
道
斌
「
朝
鮮
仏
敎
観
」、

一
九
二
〇
年
五
月
、
李
潤
鉉
「
仏
誕
八
相
」、
李
智
光
「
天
上
天
下
唯
我
獨
尊
」

一
九
二
二
年
一
月
、
朴
漢
永
「
見
道
」、
権
徳
奎
「
真
理
が
わ
か
っ
た
ら
」

こ
の
う
ち
一
九
二
〇
年
三
月
に
行
わ
れ
た
の
は
、
朝
鮮
仏
教
会
創
立
記
念
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
朝
鮮
仏
教
会
の
特
徴

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
講
演
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
金
明
植
（
一
八
九
〇‒

一
九
四
三
）
と
張
道
斌
（
一
八
八
八‒

一
九
六
三
）
は
僧
侶
で
は
な
く
一
般
知
識
人
だ
っ
た
。
彼
ら
が
仏
教
に
つ
い
て
講
演
す
る
こ
と
自
体
が
仏
教
の
社
会
化
を
図
っ
た
造

成
仏
教
会
の
目
的
と
符
合
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

・
講
経

次
は
講
経
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
に
は
覚
皇
寺
で
『
楞
厳
経
』
を
講
義
し
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
関
連
の
あ

る
資
料
を
探
し
た
。
そ
れ
は
現
在
、
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
仏
教
会
の
『
楞
厳
経
』
で
あ
る
。
内
容
を
見
る

と
『
楞
厳
経
』
の
言
解
本
を
翻
訳
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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・
感
化
事
業

次
に
、
感
化
事
業
、
す
な
わ
ち
今
の
社
会
福
祉
活
動
で
あ
る
。
現
在
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
は
、

一
九
二
〇
年
六
月　

苦
学
生
に
寄
付

一
九
二
一
年
四
月　

苦
学
生
に
寄
付

が
見
え
る
。
こ
の
他
に
も
今
資
料
に
は
な
い
活
動
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
現
段
階
で
は
以
上
の
よ
う
な
活
動
が
見
ら
れ
る
。

（
二
）　

一
九
二
二
年
以
降

１　

役
員
改
正
と
朝
鮮
仏
教
総
書
刊
行
計
画

翌
一
九
二
二
年
以
降
に
活
動
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
こ
の
時
期
に
重
要
な
の
は
一
九
二
二
年
四
月
の
役
員
改
正
だ
。
こ
の
時
の
役

員
は
次
の
二
〇
名
で
あ
る
。

　

理
事
長
（
一
名
）：
李
能
和

理
事
（
一
四
名
）�：�

朴
漢
永
（
真
諦
部
長
）、
呉
浩
（
建
化
部
長
）、
高
義
東
（
社
会
部
長
）、
崔
昌
善
（
経
理
部
長
）、
権
老
奎
、

梁
建
植
、
朱
宰
品
、
孫
俊
模
、
白
禹
鏞
、
金
秉
龍
、
李
秉
岐
、
晄
、
林
靑
、
韓
沖

議
事
長
（
一
名
）：
李
光
鍾

議
事
（
四
名
）：
金
永
七
、
韓
聖
、
洪
祐
夔
、
崔
鏞
植

こ
の
時
、
李
能
和
が
理
事
長
に
就
任
し
、
そ
の
時
の
決
議
で
刊
行
着
手
、
す
な
わ
ち
「
朝
鮮
仏
教
総
書
」
刊
行
計
画
に
着
手
し
た
こ

と
が
特
徴
だ
。
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と
こ
ろ
が
結
局
「
朝
鮮
仏
教
総
書
」
刊
行
計
画
は
挫
折
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
推
測
で
き
る
の
が
予
算
問
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
、
当
時
中
心
的
な
位
置
に
あ
っ
た
僧
侶
た
ち
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
挫
折
し
た
大
き
な
要
因
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

２　

雑
誌
『
仏
日
』
の
刊
行

次
に
一
九
二
四
年
に
朝
鮮
仏
教
会
が
刊
行
し
た
雑
誌
を
検
討
す
る
。
朝
鮮
仏
教
会
で
は
朝
鮮
仏
教
会
の
中
に
仏
日
社
と
い
う
団
体

を
作
っ
て
『
仏
日
』
と
い
う
雑
誌
を
刊
行
し
た
。
同
誌
は
二
号
で
終
了
し
た
。
こ
の
雑
誌
は
現
在
『
韓
国
近
代
仏
教
資
料
全
集
』

五
八
（
民
族
社
、
一
九
九
六
年
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
号
の
編
集
同
人
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
金
益
昇
、
金
世
暎
、
朴
漢
永
、
白
相
奎
、
呉
徹
浩
、
梁
建
植
、
李
能
和
、
崔
南
善
、

黄
義
敦
、
権
相
老
。
規
約
を
翻
訳
し
た
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。

　

仏
日
社
社
友
会
規
約

一
、
本
会
は
仏
日
社
社
友
会
と
称
し
、
位
置
を
朝
鮮
仏
教
会
内
に
置
く
。
た
だ
必
要
な
地
方
に
は
支
会
を
置
く
。

二
、
本
会
の
会
員
は
有
功
会
員
、
特
別
会
員
、
通
常
会
員
の
三
種
と
す
る
。

三
、
本
会
の
通
常
会
員
は
一
般
的
に
は
誰
で
も
入
会
が
で
き
る
。

四
、
会
員
が
そ
の
住
所
を
移
転
す
る
時
に
は
本
社
友
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、
会
員
に
は
『
仏
日
』
が
発
刊
さ
れ
る
と
郵
便
に
て
送
ら
れ
る
。

六
、
本
会
に
入
会
す
る
方
は
、
か
な
ら
ず
会
費
三
か
月
分
以
上
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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七
、
本
会
の
有
功
会
員
と
特
別
会
員
の
会
費
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

有
功
会
員　

毎
年
金
拾
円
以
上
、
ま
た
は
一
時
金
一
百
円
以
上

　
　

特
別
会
員　

毎
年
金
五
円
以
上
、
ま
た
は
一
時
金
五
十
円
以
上

八
、
本
会
通
常
会
員
の
会
費
は
次
の
通
り
。

　
　

一
か
月
分　

十
五
銭

　
　

六
か
月
分　

八
十
銭

　
　

一
年
分　
　

一
円
五
十
銭

目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
創
刊
辞

二
、
日
暮
黄
昏
에
서
（
亀
山
人
）

三
、
釈
迦
伝
（
高
山
樗
牛
著
、
黄
義
敦
訳
）

四
、
達
磨
祖
師
略
伝
（
無
能
居
士
：
李
能
和
）

五
、
懶
翁
和
尚
禅
曲
（
解
波
：
金
世
暎
選
）

六
、
仏
教
用
語
（
無
能
居
士
：
李
能
和
）

七
、
朝
鮮
仏
教
歴
史
（
尚
玄
居
士
：
李
能
和
）

八
、
仏
의�

概
念
（
石
沙
門
：
朴
漢
永
？
）

九
、
摩
訶
般
若
波
羅
密
多
心
経
訳
解
（
龍
城
堂
：
白
相
奎
）
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一
〇
、
부
터
님
세
게
그
림
장
엄 

데
일
장
（
海
波
）

一
一
、
미
타
경
즉
역
（
退
権
相
老
）

一
二
、
朝
鮮
仏
教
会
決
算
報
告
書

こ
れ
ら
題
目
を
見
る
と
仏
教
に
対
す
る
啓
蒙
的
な
内
容
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
に
は
朝
鮮
仏
教
総
書
関
連
の
記

事
は
な
い
。
た
だ
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
「
一
二
、
朝
鮮
仏
教
会
決
算
報
告
書
」
で
あ
る
。�

こ
れ
を
見
る
と
、
当
時
の
朝
鮮
仏
教
会

の
活
動
内
容
が
分
か
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
部
分
は
残
っ
て
い
な
い
。

続
い
て
第
二
号
の
編
集
同
人
は
、
金
益
昇
、
朴
漢
永
、
白
相
奎
、
呉
徹
浩
、
梁
建
植
、
李
能
和
、
崔
南
善
、
黄
義
敦
、
権
相
老
で
、

大
き
な
変
化
は
な
い
。
目
次
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
思
想
改
造
問
題
에 

대
하
야

二
、
仏
教
의
女
性
観
（
霊
齋
生
）

三
、
朝
鮮
仏
教
歴
史
（
尚
玄
居
士
：
李
龍
和
）

四
、
釈
迦
伝
（
高
山
樗
牛
著
、
黄
義
敦
訳
）

五
、
霊
山
会
上
の
曲
譜
新
制
、
朝
鮮
音
楽
の
歴
史
略
述
（
白
禹
鏞
）

六
、
仏
教
用
語
（
無
能
居
士
：
李
能
和
）

七
、
仏
教
의
概
念
（
石
沙
門
：
朴
漢
永
？
）

八
、
仏
日
先
生
맛
게
되
는 

우
리
의 

즐
거
음
（
李
光
世
）

九
、
仏
説
無
量
寿
에
서�

四
十
八
願
（
権
退
耕
訳
：
権
相
老
）
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こ
の
目
次
を
見
る
と
、
そ
の
性
格
は
一
号
と
差
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

五　

結
論

以
上
、
一
九
二
〇
年
代
に
活
動
し
、
朝
鮮
仏
教
総
書
の
刊
行
を
計
画
し
た
朝
鮮
仏
教
会
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
と
性
格
を
見
て
み

た
。
最
後
に
整
理
す
る
。

ま
ず
歴
史
に
つ
い
て
。
今
私
た
ち
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
朝
鮮
仏
教
会
の
活
動
は
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
三
〇
年
の
約
一
〇
年
間
で

あ
り
、
そ
の
時
期
は
二
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
朝
鮮
仏
教
総
書
の
計
画
は
第
二
期
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
活
動
と
性
格
を
時
期
別
に
見
る
と
、
一
九
二
〇
年
の
成
立
時
に
は
朝
鮮
仏
教
の
発
展
、
社
会
化
を
図
り
、
構
成
員
も
僧
侶
よ

り
一
般
の
知
識
人
が
多
か
っ
た
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、
講
演
会
、
講
経
、
感
化
活
動
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
二
二
年
以
降
、

そ
の
性
格
は
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
頃
か
ら
『
朝
鮮
仏
教
総
書
』
の
刊
行
に
尽
力
す
る
。
ま
ず
一
九
二
三
年
に
は
元
暁
の
『
金

剛
三
昧
経
論
』
を
発
刊
し
、
一
九
二
五
年
に
は
刊
行
趣
旨
と
刊
行
目
録
を
発
行
し
た
が
、
実
際
に
は
刊
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。�

そ

し
て
一
九
二
四
年
に
は
雑
誌
『
仏
日
』
を
二
号
ま
で
刊
行
し
、
そ
こ
に
は
仏
教
啓
蒙
的
な
内
容
を
掲
載
し
た
。

最
後
に
近
代
韓
国
仏
教
に
お
け
る
朝
鮮
仏
教
会
の
位
置
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
一
、
仏
教
近
代
化
を
図
り
、
一
九
二
〇
年
代
の
五
大
仏
教
団
体
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
。�

二
、
僧
侶
と
知
識
人
と
が
合
同
で
形
成
さ
れ
た
仏
教
団
体
で
あ
る
こ
と
。

三
、「
朝
鮮
仏
教
総
書
」
の
実
現
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
近
代
的
仏
教
学
の
存
在
感
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

今
後
も
他
団
体
と
の
関
係
な
ど
、
本
体
は
も
ち
ろ
ん
周
辺
の
研
究
も
行
っ
て
い
き
た
い
。
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Abstract
The purpose of this paper is to elucidate the history and character of the Chosun 

Buddhist Association, which was active in the 1920s. The history of the group 
covers the decade from 1920 to 1930. It can be divided into two periods: 1920-21 
and 22-30.

The first period was aimed at the development and socialization of Korean 
Buddhism. Its members were more lay people than Buddhist monks.

The second period was centered on the project of the “Chosun Buddhist General 
Book”. They published Won hyo’s “Treatise on the Vajrasamadhi Sutra” and a 
catalog of the General Book of Chosun Buddhism in 1925. However, the publication 
did not materialize. Probably due to the problem of lack of funds.

History and Character of the Association 
of Korean Buddhist:

The�Organization�that�Planned�the�Publication�
of�“Chosun�Buddhist�General�Book”�in�the�1920s

SATO Atsushi 
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